
○
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
四
号

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
に
伴
い
、
及
び
関
係
法
律
の
規
定

に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次

の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

塩
崎

恭
久

雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
厚
生
労
働
省
関
係
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
年
労
働
省
令
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
八
条
の
三
第
一
項
第
二
号
中
「
四
千
六
百
四
十
円
以
上
一
万
千
七
百
四
十
円
以
下
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
以
上

一
万
二
千
九
十
円
以
下
」
に
、
「
四
千
六
百
四
十
円
（
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
（
」
に
、
「
一
万
千
七
百
四
十
円
（
」
を

「
一
万
二
千
九
十
円
（
」
に
、
「
四
千
六
百
四
十
円
を
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
一
万
五

百
七
十
円
」
を
「
一
万
八
百
八
十
円
」
に
、
「
一
万
千
七
百
四
十
円
」
を
「
一
万
二
千
九
十
円
」
に
改
め
る
。
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第
二
十
八
条
の
四
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
最
低
賃
金
日
額
の
算
定
方
法
）

第
二
十
八
条
の
五

法
第
十
八
条
第
三
項
に
規
定
す
る
最
低
賃
金
日
額
は
、
同
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
変
更

さ
れ
た
自
動
変
更
対
象
額
が
適
用
さ
れ
る
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力
を
有
す
る
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百

三
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
地
域
ご
と
の
額
を
労
働
者
の
人
数

に
よ
り
加
重
平
均
し
て
算
定
し
た
額
に
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
七
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。

第
三
十
六
条
第
四
号
イ
中
「
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
」
を
削
る
。

第
三
十
八
条
の
次
に
次
の
五
条
を
加
え
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
三
十
八
条
の
二

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理

由
に
よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
三

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次
の
各
号
の
い
ず

- 2-



れ
に
も
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

特
に
誠
実
か
つ
熱
心
に
求
職
活
動
を
行
つ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
法
第
二
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
所
定
給

付
日
数
に
相
当
す
る
日
数
分
の
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
終
わ
る
日
ま
で
に
職
業
に
就
く
こ
と
が
で
き
る
見
込
み
が
な

く
、
か
つ
、
特
に
職
業
指
導
そ
の
他
再
就
職
の
援
助
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

二

当
該
受
給
資
格
に
係
る
離
職
後
最
初
に
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み
を
し
た
日
以
後
、
正
当
な
理
由
が
な
く

、
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
す
る
職
業
に
就
く
こ
と
、
公
共
職
業
安
定
所
長
の
指
示
し
た
公
共
職
業
訓
練
等
を
受
け
る

こ
と
及
び
公
共
職
業
安
定
所
が
行
う
再
就
職
を
指
導
す
る
た
め
に
必
要
な
職
業
指
導
を
受
け
る
こ
と
を
拒
ん
だ
こ
と
が

な
い
こ
と
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
）

第
三
十
八
条
の
四

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
は
、
受
給
資
格
者
が
次
の
各
号

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
と
す
る
。

一

難
治
性
疾
患
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

二

発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す
る
発
達
障
害
者
（
以
下
「
発
達
障
害
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者
」
と
い
う
。
）
で
あ
る
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
障
害
者
雇
用
促
進
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
す
る
障
害
者
で
あ
る
こ
と
。

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
）

第
三
十
八
条
の
五

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
第
三
号
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
災
害
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一

激
甚
災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）
第
二
条

じ
ん

の
規
定
に
よ
り
激
甚
災
害
と
し
て
政
令
で
指
定
さ
れ
た
災
害

二

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
に
基
づ
く
救
助
が
行
わ
れ
た
災
害

三

前
号
に
掲
げ
る
災
害
に
準
ず
る
災
害
と
し
て
職
業
安
定
局
長
が
定
め
る
災
害

（
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
給
付
日
数
の
延
長
の
通
知
）

第
三
十
八
条
の
六

管
轄
公
共
職
業
安
定
所
の
長
は
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
受
給
資
格

者
に
対
し
て
基
本
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
と
き
は
、
当
該
受
給
資
格
者
に
対
し
て
そ
の
旨
を
知
ら
せ
る
と
と
も
に

、
必
要
な
事
項
を
受
給
資
格
者
証
に
記
載
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
、
「
同
条
第
三
項
」
と
」
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の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
八
十
五
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
第
四
項
」
の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
、
「
同
条
第
一
項
」
と
」

の
下
に
「
、
法
第
二
十
四
条
の
二
第
四
項
」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
二
中
「
修
了
し
た
場
合
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
当
該
教
育
訓
練

を
開
始
し
た
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
条
の
六
中
「
利
用
す
る
場
合
」
の
下
に
「
（
法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
期
間
が
経
過
し
た
後
に
保
育
等
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
」
を
加
え
る
。

第
百
十
八
条
の
三
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
発
達
障
害
者
支
援
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
二
条
に
規
定
す

る
発
達
障
害
者
（
以
下
「
発
達
障
害
者
」
と
い
う
。
）
」
を
「
発
達
障
害
者
」
に
改
め
る
。

第
百
四
十
四
条
の
二
第
一
項
中
「
第
三
十
二
条
」
の
下
に
「
、
第
三
十
八
条
の
三
第
二
号
」
を
、
「
第
三
十
八
条
」
の
下

に
「
、
第
三
十
八
条
の
六
」
を
加
え
る
。

附
則
第
十
五
条
の
五
第
二
項
第
一
号
イ
中
「
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
」
を
削
る
。

附
則
第
十
八
条
中
「
次
の
と
お
り
」
を
「
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
離
職
し
た
者
」
に
改
め
、
同
条
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第
一
号
及
び
第
二
号
を
削
る
。

附
則
第
二
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
十
条

削
除

附
則
第
二
十
一
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
法
附
則
第
五
条
第
一
項
第
一
号
ロ
」
を
「
法
附
則
第
五
条
第
一
項
」
に
改

め
、
同
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

最
近
一
箇
月
に
お
い
て
、
そ
の
地
域
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
求
職
の
登
録
を
し
た
者
で
あ
つ
て
就

職
し
た
も
の
（
公
共
職
業
安
定
所
の
紹
介
し
た
職
業
に
就
い
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
求
職
登
録
就
職

者
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
そ
の
地
域
に
お
い
て
就
職
し
た
者
の
割
合
が
百
分
の
五
十
に
満
た
な
い
地
域
に
あ
つ
て
は

、
当
該
地
域
以
外
の
地
域
で
あ
つ
て
、
求
職
登
録
就
職
者
の
数
が
最
も
多
い
も
の
が
前
三
号
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る

こ
と
。

附
則
第
二
十
二
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
適
用
に
係
る
法
第
三
十
三
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
受
給
期
間
に
つ
い
て
の
調

整
等
）
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第
二
十
二
条

法
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
第
四
十
八
条
の
三
第
一
項
及
び
第
八
十
五
条

の
五
第
一
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
「
並
び
に
法
第
二
十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
並
び
に
法
第
二
十
七
条

第
三
項
並
び
に
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
、
「
及
び
法
第
二
十
七
条
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
法
第
二
十
七
条
第

三
項
並
び
に
法
附
則
第
五
条
第
三
項
」
と
す
る
。

附
則
第
二
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
）

第
二
十
三
条
の
二

法
附
則
第
十
条
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
は
、
第
十
九
条
の
二
第
一
号
に
掲
げ
る
理
由
に

よ
り
離
職
し
た
者
と
す
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
法
第
十
八
条
の
二
に
関
す
る
事
項
）

第
十
三
条
の
二

法
第
十
八
条
の
二
の
規
定
に
よ
る
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
の
職
業
紹
介
事
業
の
業
務
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に
係
る
情
報
の
提
供
は
、
当
該
特
定
地
方
公
共
団
体
又
は
職
業
紹
介
事
業
者
が
、
公
共
職
業
安
定
所
に
対
し
、
求
職
者
又

は
求
人
者
に
提
供
す
る
こ
と
を
求
め
る
情
報
に
つ
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

２

法
第
十
八
条
の
二
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
法
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四
項
、
第

三
十
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
職
業
紹
介

事
業
の
全
部
又
は
一
部
の
停
止
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
及
び
法
第
四
十
八
条
の
三
の
規
定
に
よ
り
業
務
の
運
営
を
改
善
す

る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
者
（
当
該
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
者
に
限
る
。
）

と
す
る
。

第
二
十
五
条
の
三
第
二
項
の
表
第
二
十
三
条
第
三
項
の
項
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
五
号
か
ら
第
八
号
」
を
「
第

二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
四
号
か
ら
第
七
号
」
に
、
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
七
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項

第
六
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
三
条
第
五
項
の
項
中
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三
項
第
七
号
」
を
「
第
二
十
五
条
の
三
第
三

項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
表
第
二
十
三
条
第
六
項
の
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
第
三
号
を
削

り
、
同
項
第
四
号
ロ
中
「
第
一
号
か
ら
前
号
ま
で
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
五
号
か

ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
四
項
中
「
第
四
号
」
を
「
第
三
号
」
に
改
め
る
。
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様
式
第
一
号
（
第
二
面
）
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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様式第１号（第２面）

兼 業 1. 2. 3.
⑧
の種類・内容 4. 5. 6.

職業紹介事業を行う事業所に関する事項

⑨事 業 所
名 称 所 在 地

⑩職 業 紹 介 責 任 者 ⑪担当者職・氏名・電話番号
氏 名 住 所

( ) －

⑨事 業 所
名 称 所 在 地

⑩職 業 紹 介 責 任 者 ⑪担当者職・氏名・電話番号
氏 名 住 所

( ) －

⑫取次機関

(ふりがな)

イ 名 称

(ふりがな)

ロ 住 所

ハ 事業内容

申請者（法人にあっては役員を含む。）は、職業安定法第32条各号のいずれにも該当せず、同
法第32条の14の規定により選任する職業紹介責任者は未成年者に該当せず、かつ、同法第32条
第１号から第８号までのいずれにも該当しないことを誓約します。
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様
式
第
一
号
（
第
三
面
）
を
削
り
、
同
様
式
（
第
四
面
）
中
「
（第

４
面

）
」
を
「
（第

３
面

）
」
に
改
め
、
同
様
式
（

第
四
面
）
を
同
様
式
（
第
三
面
）
と
す
る
。

様
式
第
一
号
の
二
（
第
二
面
）
中
「第

３
号

」
を
「第

８
号

」
に
改
め
る
。

様
式
第
六
号
（
第
二
面
）
中
「代

表
者

」
を
「申

請
者

（法
人
に
あ
っ
て
は
役
員
を
含
む

）
」
に
、
「第

３
号

」
を
「

。

第
８
号

」
に
改
め
る
。

（
雇
用
対
策
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
三
条

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
四
第
三
項
中
「
四
千
六
百
四
十
円
」
を
「
四
千
九
百
二
十
円
」
に
、
「
一
万
千
七
百
四
十
円
」
を
「
一
万
二
千

九
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、
同
条
中
第

十
四
項
を
第
十
五
項
と
し
、
第
九
項
か
ら
第
十
三
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
八
項
中
「
平
成
二
十
一
年
四
月

一
日
」
を
「
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
中
「
千
二
百
九
十
五
円
」
を

「
千
二
百
八
十
二
円
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

７

前
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
た
各
年
度
の
八
月
一
日
以
後
に
適
用
さ
れ
る
自
動
変
更
対
象
額
の
う
ち
、
最
低
賃
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金
日
額
（
当
該
年
度
の
四
月
一
日
に
効
力
を
有
す
る
最
低
賃
金
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
九
条
第
一

項
に
規
定
す
る
地
域
別
最
低
賃
金
の
額
に
つ
い
て
、
一
定
の
地
域
ご
と
の
額
を
労
働
者
の
人
数
に
よ
り
加
重
平
均
し
て
算

定
し
た
額
に
二
十
を
乗
じ
て
得
た
額
を
七
で
除
し
て
得
た
額
と
す
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
達
し
な
い
も

の
は
、
当
該
年
度
の
八
月
一
日
以
後
、
当
該
最
低
賃
金
日
額
と
す
る
。

（
失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法

律
の
施
行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
四
条

失
業
保
険
法
及
び
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す

る
法
律
の
施
行
に
伴
う
労
働
省
令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
四
十
七
年
労
働
省
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

附
則
を
附
則
第
一
項
と
し
、
附
則
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成
三
十
一
年
度
ま
で
の
各
年
度
に
お
け
る
第
十
七
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

同
項
中
「
第
十
二
条
第
五
項
」
と
あ
る
の
は
、
「
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
徴
収
法

第
十
二
条
第
五
項
」
と
す
る
。
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（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
五
条

建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
一
年
労
働
省
令
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
九
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
特
例
）

第
十
九
条
の
二

建
設
業
務
有
料
職
業
紹
介
事
業
に
関
す
る
職
業
安
定
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
二
年
労
働
省
令
第
十
二
号

）
第
十
三
条
の
二
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
法
第
三
十
二
条
の
九
第
二
項
（
法
第
三
十
三
条
第
四

項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
七
項
及
び
第
三
十
三
条
の
三
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
と
あ
る
の
は
、

「
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
一
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
二
十
七
条
第
二
項
」
と
す
る
。

様
式
第
二
十
号
（
裏
面
）
中
「

第
3
0
条
第
2
号

」
を
「

第
3
0
条
第
1
項
第
1
号
及
び
第
2
項

第
3
4
条
第
1
項
第
3
号

」
に

、
、

、

、
「

第
3
5
条
の
3
第
2
項

第
3
5
条
の
4
第
4
0
条
の
6

」
を
「

第
3
5
条
の
3
第
3
5
条
の
4
第
2
項

第
3
5
条
の
5
第
4
0
条

、
、

、
、

、
、

、

の
3
か
ら
第
4
0
条
の
5
ま
で

第
4
0
条
の
6
第
1
項
第
4
号

第
4
0
条
の
9
第
4
7
条
の
4

」
に
、
「第

2
3
条
第
1
項

」
を
「第

2
条

、
、

、

第
4
号

」
に
、
「労

働
者
派
遣
法
第
3
0
条
の
2
第
1
項

」
を
「同

号

」
に
、
「一

四

」
を
「一

五

」
に
、
「五

第
5
1
条

～
～
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第
1
項

」
を
「六

第
5
1
条
第
1
項

」
に
改
め
る
。

（
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行
等
に

関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）

第
六
条

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
の
厚
生
労
働
省
関
係
規
定
の
施
行

等
に
関
す
る
省
令
（
平
成
二
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
十
二
条
中
「
附
則
第
五
条
第
一
項
の
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
」
に
、
「
附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二

項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
及
び
第
三
項
」
に
、
「
同
条
第
一
項
各
号
の
い
ず
れ
か
」
を
「
同
条
第
一
項
第
三
号
」

に
、
「
附
則
第
五
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
第
一
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
一
条
中
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
八

条
の
三
第
一
項
第
二
号
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
二
十
八
条
の
四
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
第
三
十
六

条
第
一
項
第
四
号
イ
の
改
正
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
は
、
同
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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（
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
新
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第

百
条
の
二
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
二
第
二
号
に
規
定
す
る
短
期
訓
練
受
講
費
に
係
る
教
育
訓
練

（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
教
育
訓
練
」
と
い
う
。
）
を
開
始
し
た
日
が
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
教
育
訓
練
を
開
始
し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
第

一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
旧
雇
保
則
」
と
い
う
。
）
第
百
条
の
二

の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

２

新
雇
保
則
第
百
条
の
六
の
規
定
は
、
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
九
十
五
条
の
二
第
三
号
に
規
定
す
る
求
職
活
動
関
係
役
務

利
用
費
に
係
る
同
令
第
百
条
の
六
に
規
定
す
る
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う

。
）
を
利
用
し
た
日
が
施
行
日
以
後
で
あ
る
者
に
つ
い
て
適
用
し
、
保
育
等
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
日
が
施
行
日
前
で
あ
る

者
に
係
る
旧
雇
保
則
第
百
条
の
六
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

受
給
資
格
（
雇
用
保
険
法
（
昭
和
四
十
九
年
法
律
第
百
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
り
基
本
手
当
の
支
給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
資
格
を
い
う
。
）
に
係
る
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離
職
の
日
が
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
旧
雇
保
則
附
則
第
十
八
条
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
職
業
安
定
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い

て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

（
建
設
労
働
者
の
雇
用
の
改
善
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
提
出
さ
れ
、
又
は
交
付
さ
れ
て
い
る
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
（
次
項
に
お
い

て
「
旧
様
式
」
と
い
う
。
）
に
よ
り
使
用
さ
れ
て
い
る
書
類
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
旧
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
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